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苅 陸奥湾におけるホタテガイの成長およ

歩留りと化学成分の季節的変化につい
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ホ クテガイの成長 とボイル歩留 りについて
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ホクテガイの化学成分の季節的変化について
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調査結果 の要約

1･ 全重量に対する軟体部重量の割合は産卵期の3､4､ 5月には50%近い値と夜9､8､9､10

月の夏期には20- 30%とをった0

2 成長については､最も成長が良いのは奥内の垂下養殖月であれ 放流月では酒乱 野辺地 川内の

版であったO殻長については 3生以降に､.全重量については4年以降にその増加率は小さくなった.

31 ボイル試験では歩留Dが7月-9月に高く､ 10月に低く浸る奥内､浦田タイプと､2-4月に高

く10月に低く在る野辺地､川内タイプの2つに区分できた.

4･ 水分含量は若年兵がやや少なく､グリコーゲンと負の相関関係を示した.

5. 粗蛋白の年間含看量の範囲は月柱では17-19% ､軟体部では13- 15%であった.

6･ 粗蛋白は月柱では11-2月に増加し､軟体部では逆の傾向を示した｡

7･ 灰分は寒冷期にやや増加 した以外は全般的に大きな差異は認められ夜かった.

8. リンは月柱では 10-12月に､軟体部では2-4月にそれぞれ高い値を示した｡

9･ 鉄は軟体部では4月下旬に大幅を増加を示した｡

10.無機質､グリコーゲン等は若年月にやや多い傾向を示した.

11･地域的差異については､川内区がグリコーゲン量が少をく､その反面､水分､粗蛋白が若干多かっ

た｡
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